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校内持久走大会 力強く温かいご声援ありがとうございました

１２月４日（金），前日までの雨天や当日の寒さが懸念されましたが，無
事に実施されました。
吹上浜運動公園陸上競技場の内外周を活用して，低学年は１ｋｍ，中学

年は１．５ｋｍ，高学年は２ｋｍコースで力走しました。校舎建築工事で
狭くなった校庭と裏庭を巡るコースで十分な練習ができなかった子どもた
ちでしたが，一人一人が精一杯に走り抜いた素晴らしい大会となりました。
大会は終了しましたが，毎朝走

ったり縄跳びをしたりとたくまし
い気力・体力を付けるために頑張
っています。ご家庭でも励ましを
よろしくお願いします。

v チェスト行け！ひおきっ子 ～気力・体力向上～ v
平成 27・28 年度にかけて，本校では，市の重点事業の一つ

である気力づくり・体力向上のための研究・取組を行ってい
ます。
急速に変化し続ける社会を力強く生き抜いていくためには，

その基礎として，まず，物事に，自分に負けない気概と健康
な身体・体力が必要です。
体育の時間・体育外の活動・家

庭や地域との連携で，粘り強くた
くましい子どもたちを育てていき
たいという願いを持っています。
生涯に渡って運動に親しむ子ど

もを育てるために，ご家庭でも家
族で体力つくりに取り組んでくだ
さるようお願いします。

—冬休みに入ります ご家庭でも安全指導を –
いよいよ冬休みです。有意義な充実した毎日を過ごすために，規則正し

い生活はもちろんのこと，健康で安全な生活に留意することが大切です。
学校で指導を繰り返しています。地域・家庭でも見かけたら注意をして

いただき，協力して子どもたちを安全に守っていきましょう。

１ 道路へ飛び出さない・自転車は正しく乗る
横断歩道のないところを，左右を確認しないで飛び出さない。
自転車でのスピードの出し過ぎ，二人乗り，併走，蛇行をさせない。

２ 友達などの家・公園・図書館などで遅くまで過ごさない
暗くなるのが早い冬は，午後５時には自宅に帰り着くのが原則です。
自宅や公園などで子どもたちが遊んでいた場合は，早めの帰宅を促し
てください。

※ 不審者やけが・事故等の発生が予想されます。子どもの命を守るため
に，繰り返しのご協力をよろしくお願いします。

12月２４日(木) ２学期終業式・大掃除
２５日(金)～１月７日(木) 冬休み

１月 １日(金) 祝 元旦

３日(日) 成人式

８日(金) ３学期始業式・ＰＴＡ三役会
１１日(月) 祝 成人の日

１３日(水) 鹿児島学習定着度調査(５年)(～ 15日)
１３日(水) ＰＴＡ総務部会・理事会(午後７時～吹上中央公民館)
１４日(木) 租税教室(６年)
１５日(金) 授業参観・学級ＰＴＡ
１６日(土) 「日新公いろは歌」かるた取り大会(砂丘荘：９時～)
２０日(水) ＣＲＴ学力検査（理・国） ２１日(木)（社・算）
２３日(土) 県ＰＴＡ活動研究大会（いちき串木野市）

ＰＴＡ資源回収 ～ご協力に感謝～
１１月２９日（日）に行われまし

た。新聞・段ボール・ペットボトル
・空きビンなどがたくさん集まりま
した。事前から朝早くまで準備に携
わった環境整備部のみなさん，回収
にご協力いただいたみなさん，本当
にありがとうございました。

い ざ く

曙福祉会での交流 ～福祉施設の訪問～
４・５年生が，寿荘・吹上学園の方々とそれぞれの交流を行いました。

高齢者や障がいのある方々の暮らしやそれを支援する施設，そこに携わ

る方々の努力や喜びなどを知る

ために訪問させていただきまし

た。それを子どもたちは，温か

い心の交流を行いながら肌身で

感じ取っていました。
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